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『苗木の成長を願って』 
 本日、グラウンド斜面に４本の桜の苗木が植えられました。植えてくださったのは、

ご自身が育てた苗木を提供された平中さん（１年 太道さんの祖父）と、毎日高架下の

横断歩道で交通安全指導をされている石王先生ご夫婦です。 

実は、４年前もグラウンド斜面に１０本の苗木を植えられましたが、現在残っている

のは、１本のみです。大きく育ち、見事に花が咲く光景を描いてみえたと思うと残念で

なりません。 

今回、植えてくださった桜の苗木が立派に成長するのを願うばかりです。 

 

    
 

 植えられた苗木の横には、添え木が立てられ、倒れないように縛られています。ま

た、タイルで作成された桜の名前が添え木に括られています。 

 その桜の名前が素敵なんです。 

『土岐三好桜』『櫻堂三好桜』『稲葉ヶ丘三好桜』と、地名が位置付いているんです。

この名前で登録もされているそうです。 

瑞浪北中学校のために、率先して作業をしてくださいまして、誠に有難うございまし

た。 

皆さんも、グラウンドを使用する際には、斜面の方に目を向け、植えられた桜の苗木 

の成長を見届けてください。 

 ４本の桜の苗木が立派に育ちますように、桜の花が咲きますように、と願いを込め

て！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


